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昭和54年12月
前の焼却場完成（処理能力2.5t/１日）
ごみ回収開始

平成6年6月
現在の清掃センター建築着工
国立公園第2種特別地域に建設

平成7年12月
現在の清掃センター完成
（処理能力2.5t/１日）

平成19年4月 ごみ分別が現在の方法に。

平成30年度

現在の清掃センターは築25年以上が経過
し、老朽化により故障が頻発、運営費が高
額に。当年度にかかった経費は3,339万円、
うち修理費用は1,976万円。

平成31年度
当年度にかかった経費は4,053万円、うち
修繕費は2,739万円に。
12月から紙類の分別回収追加。

平成7年の完成当時の清掃センター

築25年が経過した現在の清掃センター
風害、塩害に加え、内部では経年劣化に
より焼却炉のひび割れなども頻発

これらを受けて検討が必要な事項

事項 村の考え

清掃センターの建替え

◎ランニングコストが低い施設にしたい。
（処理能力0.15t/1時間（1.2t/1日）未満なら都や国の許
可不要で、届出のみで済むため早期に建設可能。建設
費用もランニングコストも低く済み、村の将来的な財政負
担も少ない）
◎できるだけ小さな施設にするため家庭ごみの分別徹底
を図ることで可燃ごみの量を減らしたい。

（参考）清掃センターの規模による違い

現在の規模で建替（最大2.5t/1日） 小規模焼却炉（最大1.2t/1日）

許認可 許可 届出(審査なし）

建設費用 ５億円以上 1億円程度

修理 難しい 容易

村民への金銭的負担の増となる安易な家庭ごみ有料化を行いたくない

※粗大ごみについては、破砕や分別などを行う必要があり、処理費用が高額となることが見込
まれるため、有料化の検討を行っていく。また、リサイクル家電の指定場所への運搬についても
費用の徴収を検討する。
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令和元年
7月24日

利島村内における家庭生ごみ等排出・収集
方法のあり方について、村長が利島村内美
化推進検討委員会に諮問を行い、これを受
けて第1回村内美化推進検討委員会を開催

9月4日村内美化推進検討委員会開催

11月1日村内美化推進検討委員会開催

11月1日

村内美化推進検討委員会の答申を受領
→これを受けて新たなごみの分別・回収の
見直しを検討。

<<検討結果>>
・戸別回収
・燃えるごみ週３回を「生ごみ週２回」「可燃
ごみ週１回」に分類
・資源ごみの分別を容器包装リサイクル協
会の標準的な方法に

令和２年
４月

生ごみ処理バケツの配布開始。
４月18日の新型コロナウイルス対策のため、
配付一時中止。
4月20日説明会延期。

５月
連休明けの開始を新型コロナウイルス対策
のため、延期。

７月10日
17日

住民説明会実施。
・10日 13：30～ 26名、18：00～ 39名
・17日 13：30～ 23名、18：00～ 23名

９月
広報としまで１日～18日 アンケート実施。
→住民説明会でのご意見とアンケート結果
を踏まえて再度見直しを実施。

10月
27日、29日 住民対話会開催。
再度見直した村案のご提示。

・条例により設置
（平成26年条例第６号）
・村長に意見を述べる機関
・委員６人（村民）
・任期1年

利島村内美化推進検討委員会

令和元年11月１日に受領した利島村
内美化推進検討委員会の答申

村長の諮問文
（検討をお願いする文書）

分別されない状態でステー
ションに排出されたごみ




